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さらにヒッグス場(スカラー場)なども含めて解を構成する事で、磁荷を持つ事もある o 2 つ目は、宇宙的(または
その空間全体)に広がった解の研究である。例えばインスタントンと呼ばれるゲージ理論の解を曲がった空間上で構
成する事や、ヤン=ミルズ場の一様等方宇宙における解の研究などがなされてきた。
この博士論文で目指した研究は、 2 番目のものに属するo ここでは、現在知られている素粒子の標準理論(ワイン




に従う事にした。これはヒッグスの真空または SU (2) ゲージ場の自由度がいずれも 3 である事から、閉じたロパー
トソン=ウォーカ一時空の一様等方な 3 次元球面上で群多様体上の基底を用いて場の解を構成するやり方である。こ












本論文では、素粒子の標準理論 (SD( 2 ) X D ( 1 )ゲージ理論)と重力が結合した場合に古典解が存在することを
示した。ついで、宇宙の膨張に従って、古典解がどのように変化しているかを調べ、宇宙初期に磁場が作られること
を見いだし、物理的意味を詳しく解析した。さらに、この解を宇宙のワームホール解に拡張できることを見いだした。
これらの仕事は、博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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